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数、総抽出語数 4）及び異なり語数 5）を表 5にまとめた。
表 5　分析に使用した総抽出語数及び異なり語数
介護以外転職 卒業後就職 高齢者介護転職
回答者数 100 44 46
総抽出語数（使用） 1,477（634） 619（247） 635（295）















表 6　介護以外転職　自由記述頻出 150 語
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
介護 25 携わる 2 ハローワーク 1
障害 22 経験 2 バンド 1
仕事 17 見る 2 安定 1
福祉 13 元々 2 依頼 1
資格 11 向く 2 異動 1
興味 10 好き 2 医療 1
思う 8 始める 2 一般 1
持つ 8 子供 2 云う 1
人 8 事務 2 運営 1
事業 7 事務職 2 営業 1
関わる 6 受ける 2 営利 1
取得 6 需要 2 加入 1
ヘルパー 5 就く 2 可能 1
現在 5 従事 2 介助 1
サービス 4 出来る 2 壊す 1
ボランティア 4 紹介 2 開業 1
活動 4 状態 2 開設 1
感じる 4 職 2 掛け持ち 1
業界 4 職員 2 且つ 1
考える 4 職種 2 勧め 1
時代 4 身内 2 勧誘 1
自分 4 昔 2 感銘 1
就職 4 接する 2 管理 1
知人 4 祖父 2 簡単 1
働く 4 多い 2 企業 1
勉強 4 知的 2 機 1
訪問 4 当時 2 機械 1
応募 3 働ける 2 気 1
会社 3 憧れる 2 疑問 1
看護 3 発達 2 給与 1
関係 3 必要 2 居る 1
高齢 3 副業 2 共感 1
参加 3 保険 2 共通 1
施設 3 募集 2 教える 1
時間 3 母親 2 勤める 1
職場 3 法人 2 勤務 1
親 3 魅力 2 近所 1
進む 3 目指す 2 偶 1
制度 3 役に立つ 2 経緯 1
前 3 老人 2 経済 1
転職 3 お手伝い 1 継続 1
誘う 3 はじめ 1 軽い 1
センター 2 ガイド 1 決める 1
デイサービス 2 コア 1 結婚 1
以前 2 ススメ 1 研修 1
縁 2 セラピー 1 見つかる 1
学生 2 チラシ 1 見つける 1
起業 2 ディ 1 固定 1
求人 2 デイ 1 甲斐 1
空く 2 ハード 1 行政 1
－ 45－
②卒業後就職
表 7　卒業後就職　自由記述頻出 150 語
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
障害 19 携わる 1 提供 1
福祉 9 経験 1 当事者 1
楽しい 5 継続 1 当時 1
仕事 5 繋ぎ 1 特に 1
アルバイト 4 決める 1 内定 1
ボランティア 4 決定 1 日中 1
在学 4 見通し 1 悩み 1
思う 4 元々 1 必要 1
実習 4 交流 1 別 1
大学 4 考える 1 偏見 1
学ぶ 3 行う 1 保険 1
学生 3 行く 1 方々 1
興味 3 高い 1 訪 1
支援 3 高齢 1 訪れる 1
資格 3 今後 1 魅力 1
時代 3 困る 1 明日 1
自分 3 差別 1 問題 1
就く 3 子ども 1 役立つ 1
弟 3 死ぬ 1 友人 1
ヘルパー 2 事業 1 友達 1
介護 2 持つ 1 誘う 1
学校 2 社会 1 養護 1
関係 2 惹く 1 療育 1
高校 2 取る 1
施設 2 取得 1
自閉症 2 出合う 1
紹介 2 純粋 1
職 2 助け合う 1
分野 2 将来 1
OT 1 少ない 1
アップ 1 職業 1
グループホ 1 職種 1
サービス 1 身近 1
スキル 1 身体 1
バイト 1 進路 1
意思 1 人 1
意識 1 生かす 1
一時 1 生きる 1
汚れ 1 生活 1
家族 1 接する 1
我が身 1 専門 1
会社 1 疎通 1
楽しむ 1 足りる 1
活かす 1 他 1
活動 1 耐える 1
関わり 1 短大 1
関わる 1 知り合う 1
希望 1 知る 1
勤務 1 知的 1





表 8　高齢者介護転職　自由記述頻出 150 語
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
障害 18 換え 1 新規 1
高齢 14 管理 1 身体 1
介護 13 観る 1 人間 1
サービス 11 関わり 1 人間味 1
福祉 11 関わる 1 人生 1
支援 4 関係 1 制度 1
ヘルパー 3 希望 1 成長 1
感じる 3 給料 1 専門 1
経験 3 居宅 1 待遇 1
仕事 3 共生 1 探す 1
施設 3 兄弟 1 知り合い 1
特に 3 継続 1 知る 1
年 3 健常 1 知識 1
訪問 3 堅い 1 知人 1
デイ 2 研修 1 知的 1
意識 2 現在 1 丁度 1
違い 2 現状 1 長期 1
開始 2 向き合える 1 低い 1
興味 2 向ける 1 当事者 1
再び 2 行う 1 働く 1
資格 2 行く 1 得る 1
事業 2 行なう 1 特 1
受ける 2 合う 1 入所 1
従事 2 合わせる 1 配属 1
地域 2 最後 1 配置 1
分野 2 在宅 1 必要 1
併用 2 思い 1 不自由 1
保険 2 思う 1 夫 1
法人 2 持つ 1 部署 1
友人 2 時代 1 聞く 1
利用 2 自身 1 方々 1
お誘い 1 自分 1 望む 1
かちかち 1 自由 1 本位 1
アップ 1 自立 1 本人 1
スキル 1 質 1 未来 1
ペース 1 実習 1 魅力 1
リハビリ 1 実績 1 無い 1
以前 1 実務 1 誘い 1
異動 1 社会 1 誘う 1
移動 1 惹く 1 養 1
一体 1 手助け 1 頼む 1
一対一 1 重度 1 理由 1
横行 1 出会う 1 離れる 1
価値 1 巡り合う 1 立つ 1
加える 1 紹介 1 両親 1
介助 1 上げ 1 両立 1
拡大 1 条件 1 労働 1
獲得 1 職員 1 老健 1
学生 1 職業 1 話 1







表 8　Community の出現ワード （介護以外転職）
Community 出現ワード
1 「介護」 「障害」 「サービス」 「勉強」 「訪問」 「事業」
2 「自分」 「就職」
3 「仕事」 「資格」 「取得」 「ヘルパー」
4 「活動」 「ボランティア」 「時代」
表 9　Community の出現ワード （卒業後就職）
Community 出現ワード
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1） 日本の超高齢社会の特徴『健康長寿ネット』公益財団法人長寿科学振興財団
 https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou－ tyoju/tyojyu－ shakai/nihon.html
2） 介護労働安定センターの調査による「不足感」は、「大いに不足」・「不足」・「やや不足」と答えた者
の合計割合である。
3） 「強い努力の最小化」については、三浦が https://psych.or.jp/publication/world082/pw09/（2019.11.11）
で詳細に解説をしているが、「質問紙に対して適当に選択肢を選んでしまう」ことを指す。
4） 自由記述回答において出てきた単語の総数。
5） 総抽出語数より重複した単語を削除した数。
6） KHCoderでは、比較的強くお互いに結びついている部分をコミュニティ（Community）と表している。
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